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東
京
都
台
東
区
支
部

令
和
五
年
度

支
部
総
会
・
表
彰
伝
達

式
の
開
催
及
び
東
京
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
の
開
催

六
月
十
四
日
、
十
五
日
続

い
て
、
支
部
総
会
・
表
彰
伝

達
式
並
び
に
東
京
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
が
行
わ
れ
、
両
日
と
も

来
賓
と
し
て
、
勝
野
堅
介
会

長
が
臨
席
さ
れ
、
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

支
部
総
会
は
、
台
東
区
観

光
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
轟

支
部
長
の
挨
拶
、
議
事
に
入

り
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

翌
十
五
日
に
、
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
会
議
室
に
お
い

て
、
令
和
五
年
度
東
京
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

　　
岩
手
県
支
部

春
の
交
通
安
全

事
故
防
止
活
動

春
の
交
通
安
全
運
動
が
五

月
十
一
日
か
ら
五
月
二
十
日

ま
で
の
十
日
間
の
日
程
で
、

始
ま
り
ま
す
の
で
、「
交
通

安
全
祈
願
千
羽
鶴
」
の
寄
贈

を
お
願
い
し
ま
す
と
、
都

南
総
合
支
所
（
盛
岡
市
役

所
）
よ
り
、
連
絡
を
い
た
だ

き
取
り
急
ぎ
準
備
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
。
い
つ
も
な

ら
一
～
二
ヶ
月
前
こ
ろ
よ

り
連
絡
を
い
た
だ
く
の
で

す
が
、
明
後
日
の
実
施
と
の

こ
と
で
す
。
安
全
活
動
の
拠

点
は
東
北
本
線
岩
手
飯
岡

駅
前
広
場
、
午
前
七
時
で
あ

り
ま
す
。
参
加
団
体
は
都
南

総
合
支
所
（
市
役
所
）
見
前

幹
部
交
番
所
、
見
前
地
区
交

通
安
全
協
議
会
・
交
通
安
全

母
の
会
、
盛
岡
市
交
通
指
導

隊
、
日
本
善
行
会
岩
手
県
支

部
等
の
関
係
機
関
の
提
携

安
全
活
動
で
す
。
安
全
運
動

に
先
立
ち
ま
し
て
総
合
支

所
係
よ
り
行
程
説
明
が
な

さ
れ
て
、
活
動
開
始
式
、
交

番
所
長･

協
議
会
会
長･
善

行
会
支
部
長
等
の
挨
拶
後
、

協
議
会
会
長･

交
通
安
全
母

の
会
会
長
に
「
交
通
安
全
祈

願
千
羽
鶴
」
が
善
行
会
支
部

婦
人
部
副
部
長
よ
り
、
地
域

住
民
の
交
通
安
全
を
希
い

願
い
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
後
、

参
加
者
皆
さ
ん
で
安
全
活

動
を
実
施
し
て･

通
勤
通
学

で
の
電
車
の
乗
降
者
や
近

隣
の
小･

中
高
生･

通
勤
者

･

地
域
住
民
の
方
々
に
も
黄

　　
福
岡
県
筑
後
支
部

令
和
五
年
度

特
別
善
行
表
彰
伝
達
式

及
び
総
会
の
開
催

令
和
五
年
度
特
別
善
行
表

彰
の
伝
達
式
及
び
総
会
を
令

和
五
年
六
月
十
七
日
（
土
）

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
受

賞
者
は
金
章
二
名
（
櫻
井
國

夫
氏
・
西
田
親
廣
氏
）
銀
章

一
名
（
大
橋
捨
子
氏
）
で
し

た
。
顧
問
の
県
議
よ
り
伝
達

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
し
た

が
、
公
務
で
欠
席
だ
っ
た
為
、

山
中
支
部
長
が
代
理
で
伝
達

式
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
議
事
に
入
り
令
和

四
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
及
び
監
査
報
告
、
令
和
五

年
度
事
業
計
画
（
案
）
予
算

（
案
）
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

「
善
行
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
で
、
善
行
会
の
趣
旨
に
賛

同
し
て
い
た
だ
く
方
に
お
声

か
け
し
て
今
後
の
新
会
員
の

充
実
に
も
力
を
注
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
支
部
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
本
支
部
の

今
後
の
更
な
る
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
て
散
会
い
た
し
ま

し
た
。

写
真
を
添
え
て
こ
こ
に
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　　
熊
本
県
宇
土
支
部

令
和
五
年
度
春
季
・

特
別
善
行
彰
伝
達
式
を

開
催支

部
伝
達
式
を
元
松
茂
樹

市
長
、
西
山
宗
孝
県
議
議
員
、

藤
井
慶
峰
市
議
会
議
長
、
太

田
耕
幸
教
育
長
を
来
賓
に
迎

え
、
令
和
五
年
度
春
季
・
特

別
善
行
表
彰
伝
達
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
宇
土
支
部
推
薦

で
特
別
善
行
銀
章
で
菅　

清
次
郎
さ
ん
、
中
村
信
幸
さ

ん
、
青
少
年
善
行
環
境
美

化
活
動
で
中
田
光
瑛
君
（
松

橋
小
学
校
四
年
）
に
善
行
表

彰
、
山
本
文
市
さ
ん
、
宇
佐

川
照
孝
、
九
谷
新
吾
さ
ん
が

多
年
の
功
績
感
謝
状
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
山
下
支
部
長

代
読
で
日
本
善
行
会
勝
野
堅

介
会
長
か
ら
祝
意
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
、
元
松

茂
樹
市
長
か
ら
善
行
運
動
の

推
進
に
努
め
る
宇
土
支
部
に

謝
意
と
受
賞
者
に
ね
ぎ
ら
い

の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
伝

達
式
終
了
後
、
令
和
五
年
度

宇
土
支
部
総
会
が
行
わ
れ
議

案
す
べ
て
が
提
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　　
大
分
県
大
分
支
部

令
和
五
年
度
春
季
・
特

別
善
行
表
彰
・
功
績
者

感
謝
状
伝
達
式
並
び
に

定
期
総
会
を
開
催

六
月
十
一
日
大
分
市
東
部

公
民
館
に
お
い
て
十
四
時
か

ら
伝
達
式
を
開
催
し
た
。

春
季
善
行
表
彰
の
人
命
救

助
等
十
五

名
、二
団
体
、

特
別
表
彰
金

章
一
名
、
銀

章
五
名
、
功

績
者
感
謝
状

三
名
の
皆
さ

ん
を
表
彰
し

た
。次

に
、
松

井
猛
支
部
長

の
あ
い
さ

つ
、
足
立
信

■
訂
正
と
お
詫
び

八
月
号
受
賞
者
の
喜

び
の
声
の
善
行
銀
章

の
腰
原
さ
ん
の
名
前

が
奸
江
と
記
載
が
あ

り
ま
す
が
、
正
し
く

は
、
妍
江
で
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
事
を
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
福
島
県
支
部

支
部
定
期
総
会
の
開
催
と

瀧
田
新
支
部
長
を
選
出

令
和
五
年
度
第
二
十
九
回

定
期
総
会
は
、
五
月
二
十

日
（
土
）、
郡
山
市
立
中
央

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
会
員
二
十
五
人
が

出
席
。
初
め
に
、
日
本
善
行

会
創
立
八
十
五
周
年
功
績
者

感
謝
状
（
三
名
）
と
令
和
五

年
度
特
別
善
行
表
彰
（
銀
章

二
名
）
の
伝
達
を
行
い
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
山
﨑
支
部

長
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

善
行
会
活
動
へ
の
お
礼
の
挨

拶
の
後
、
会
員
で
も
あ
る
品

川
萬
里
郡
山
市
長
か
ら
、
少

子
高
齢
社
会
に
お
け
る
善
行

会
活
動
へ
の
期
待
と
ね
ぎ
ら

い
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
事
で
は
、
令
和
四
年

度
の
事
業
と
決
算
報
告
が
承

認
さ
れ
、二
年
目
と
な
る
「
ア

イ
ラ
ブ
ロ
ー
ド
事
業
（
道
路

の
清
掃
活
動
）」
や
新
た
な

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
令
和
五
年
度
事
業
と
予

　
一
般
社
団
法
人 

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
五
千
円

　
法
人
　
年
額
　
一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
一
万
円

　
法
人
　
年
額
　
三
万
円

③
賛
助
会
員

　
個
人
　
年
額
　
千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　
購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

算
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
平
成
七
年
の
支
部

設
立
以
来
、
二
十
八
年
間
に

わ
た
り
支
部
長
を
務
め
て
き

た
山
﨑
久
夫
氏
が
退
任
し
、

新
た
に
瀧
田
勉
理
事
が
新
支

部
長
に
選
任
さ
れ
、
全
員
で

新
支
部
長
体
制
を
支
え
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
閉
会
し
ま

し
た
。
今
回
も
閉
会
後
の
懇

親
会
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
防

止
の
観
点
か
ら
見
送
り
ま
し

た
。

也
市
長
、
二
宮
博
市
議
会
議

長
、
佐
藤
光
好
教
育
長
か
ら
、

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
大
分

県
立
大
分
舞
鶴
高
等
学
校
野

球
部
主
将
後
藤
駿
太
さ
ん
の

謝
辞
を
い
た
だ
き
閉
会
し
た
。

ま
た
、
十
五
時
三
十
分
か

ら
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

本
年
度
は
、
支
部
長
含
め

役
員
の
交
代
が
主
要
議
題
で

す
。片

山
繫
則
副
支
部
長
の
開

会
挨
拶
、
松
井
猛
支
部
長
の

挨
拶
、
議
長
選
出
に
松
井
猛

支
部
長
が
議
長
を
務
め
、
令

和
四
年
度
の
活
動
報
告
、
会

務
報
告
、
監
査
報
告
、
質
疑

応
答
、
が
終
わ
り
、
令
和
五

年
度
の
議
事
は
新
支
部
長
に

な
る
山
﨑
勝
利
氏
が
務
め
、

令
和
五
年
度
の
活
動
計
画
案

を
審
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
新
役
員
の
紹
介
で

閉
会
し
た
。

色
い
羽･

テ
イ
ッ
シ
ュ
等
を

配
布
し
な
が
ら
交
通
安
全

事
故
防
止
の
呼
び
か
け
活

動
に
励
み
早
朝
の
ひ
と
時

を
参
加
者
皆
さ
ん
で
心
地

良
い
汗
を
流
し
、
地
域
住
民

の
交
通
安
全
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。


